
 

第２学年 算数科指導案          授業日：平成２８年１１月４日（金）１校時 

学年 単元名 児童 場所 指導者 

２年 「かけ算九九づくり」 ２年２組 １８名 
２年２組 

教室 
須郷 純弥 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

(1)単元の目標と評価規準 

【単元の目標】 

 

 
 
 
 
 

 

本単元は，学習指導要領「２学年」の内容Ａ 

 

 

 

 

 

を受けて設定したものである。 

本単元では，同数累加としての乗法の意味を基にしたり，乗数が１増えると積は被乗数と

１ 単元について 

Ａ（３）乗法の意味について理解し，それを用いることができるようにする。 

ア 乗法が用いられる場面について知ること 

イ 情報に関して成り立つ簡単な性質を調べ，それを乗法九九を構成したり計算の

確かめをしたりすることに生かすこと。 

ウ 乗法九九について知り，１位数と１位数との乗法の計算が確実にできること。 

エ 簡単な場合について，２位数と１位数との乗法の計算の仕方を考えること。 

○乗法に関して成り立つきまりを用いて，６，７，８，９，１の段の九九を構成する。

Ａ(3)イ 

○６，７，８，９，１の段の九九の唱え方について知り，６，７，８，９，１に 1 位数

をかける計算が確実にできる。Ａ(3)ウ 

○数の乗法的な構成について理解し，問題場面を乗法を活用して解決できる。Ａ(1)エ

Ａ(3)アウ 

育てたい資質・能力 

◎算数科において育成を目指す資質・能力から本時に関わる主な資質・能力 

 

 

 

 
           

研究とのかかわり 

研究内容２～「一単位時間における学習過程の改善＜本時の手立ての工夫＞」 

～アクティブ化シートＢ-② 

②対話重視～問題解決場面でＫＪ法を用いる工夫 

本時の問題では，児童から多様な考え方が出ることが予想される。個人思考では，一人

一人の考え方を大切にし，解決方法をどんどん書けるようにワークシートを多めに用意し

ておく。その後，グループ学習を行い，同じ考え方に仲間分けしていく。グループ内で交

流することで，多様な考え方に触れると共に，自分の考えに自信をもっていくことができ

ると考えた。また，友達の考えを聞くことで，自分が気付かなかった解決方法に気付くこ

とができると考えた。集団解決の場面では，既習の交換法則や九九表に立ち返って考える

ことができるよう，教室内の掲示などの思考ツールを児童が説明に使えるようにしてお

く。それらを用いながら，問題を様々な角度から読み解くおもしろさに気付き，一つの数

の求め方について，多様な考えができるようになるのではないかと考えた。 

③問題解決などにおいて，よりよいものを求め続けようとし，抽象的に表現されたこ

とを具体的に表現しようとしたり，表現されたことをより一般的に表現しようとした

りするなど，多面的に考えようとする態度 （学びに向かう力・人間性） 

一つの問題の解決方法を友達と学び合い，多様な解決方法があることに気付き，多

面的に考えようとする態度。 



 

同じだけ増えることを基にしたりして，６の段，７の段，８の段，９の段，１の段の九九を

子どもたち自身で構成していく。九九は，これから学習する乗法や除法の計算などの基礎と

なる内容であるので，全ての子どもがその意味を理解し，かつ，技能として定着できるよう

にすることが重要である。九九の構成の学習が終了しても，練習の機会を繰り返し設けたり，

ゲームにして取り上げたりするなど，日常的に継続した取組によって習熟を図る。 

また，九九を完成したあと，連続量の場面と関連させて，「いくつ分」を「何倍」として捉

えることも指導する。倍概念は，本単元の指導に始まり，以降の学年で段階的に理解を深め

ていく。図の表現とも結びつけながら，実感を伴った理解を図る。 

【評価規準】 

【算数への 

関心・意欲・態度】 
【数学的な考え方】 

【数量・図形に 

  ついての技能】 

【数量・図形に 

ついての知識・理解】 

・乗法について成り
立つ性質やきまり
を見つけ，進んで九
九を構成しようと
している。 

・乗数と積の関係，
交換法則などをも
とに九九の構成の
仕方を考えている。 

・６，７，８，９，
１の段の九九を確
実に唱えることが
できる。 

・式に表したり，式
を読み取ったりす
ることを通して，乗
法が用いられる場
面の数量の関係に
ついて理解してい
る。 

・倍はかけ算の式で
表されることを理
解している。 

 
(2)児童の実態 

本学級の児童は，算数に意欲的に取り組んでおり，算数が好きと答える児童も多い。かけ

算に興味をもっている児童が多く，前時までに九九を構成し，習熟してきた。九九チャレン

ジカードを用いて何度も反復練習を行う事で，すらすらと九九を言うことができる児童がほ

とんどである。しかし，算数に苦手意識が強く，九九が定着していない児童も数名いる。 

本時は，既習の知識である九九に立ち返り，様々な視点から読み取ることができる問題を

用いて，積が等しくなるかけ算があることから，児童の様々な考えが予想される。グループ

という形態での学習は，日常的に経験してきているため，友達と話したり関わったりするこ

とは得意な児童が多い。 

 

(3)指導の手立て 

本時は，ゼリーの分け方で多様な考えが出てくる問題を扱う。同じ果物で分ける，形で分

ける，列で分けるなどの式が出てくると考えられる。多くの児童が九九カルタや九九表など

で同じ積のかけ算があることには気付いているが，児童の考えを関連付けながら積が同じか

け算があること，計算方法が多様にあることに気付かせたい。分け方や説明ができるように

教科書の図を用いたワークシートを使い，考えが表現しやすい工夫をする。 

個人思考では，児童にはたくさんの考え方があることを伝え，考え方をたくさん見付けよ

うとする気持ちを高めさせたい。なかなか思考が進まない児童に対しては，かけ算の学習で

使ってきた１つ分の数×いくつ分という言葉の式に立ち返って，ゼリーの見方を意識させる。

一人一人がしっかりと考えをもった上で，グループ学習に取り組ませたい。 

グループ学習では，友達の考え方を知り，多様な考え方があることに気付かせたい。また，

考え方で仲間分けをすることで，友達と同じという安心感や，友達が気付かなかった考え方

を見つけたという自信につながり，集団解決場面が活発になると考え，今回はグループ学習

でＫＪ法を用いることにした。 

また，本時の学習場面は，教科書では練習問題が設定されていないが，学習の応用として

同じく４つの乗法の立式ができる１８という数を用いて練習問題を設定した。２種類の動物



 

が３×６の置き方で配置されている問題を扱うことで多様な考え方を確認できると考えた。 

  
 
 
 
小 
単 
元 
名 

時 ○学習活動 
教師の評価規準（評価方法） 

◇到達が不十分な児童への指導の手立て 

６
の
だ
ん
と
７
の
だ
ん
の
九
九 

① 

○６の段の九九を構成する。 

・６の段の九九を構成する。 

・アレイ図を用いて構成する。 

○考乗法と積の関係などを用いて，６

の段の九九の構成の仕方を考え

ている。（観察，発言） 

◇絵や具体物を用いて考えさえる。 

②

③ 

○６の段の九九に習熟する。 

・九九を唱えたりカードで練習したりする。 

○技６の段の九九を唱えることがで

きる。（観察，発言） 

◇九九の読み方を確認しながら練

習させる。 

④ 

○７の段の九九を構成する。 

・７の段の九九を構成する。 

・アレイ図を用いて構成する。 

○関７の段の九九の構成に取り組も

うとしている。（観察，発言） 

◇絵や具体物を用いて考えさえる。 

⑤

⑥ 

○７の段の九九に習熟する。 

・九九を唱えたりカードで練習したりする。 

○技７の段の九九を唱えることがで

きる。（観察，発言） 

◇九九の読み方を確認しながら練

習させる。 

８
の
だ
ん
と
９
の
だ
ん
の
九
九 

⑦ 

○８の段の九九を構成する。 

・８の段の九九を構成する。 

・アレイ図を用いて構成する。 

○考乗法と積の関係や交換法則など

を用いて，８の段の九九の構成の

仕方を考えている。（観察，発言） 

◇絵や具体物を用いて考えさえる。 

⑧

⑨ 

○８の段の九九に習熟する。 

・九九を唱えたりカードで練習したりする。 

○技８の段の九九を唱えることがで

きる。（観察，発言） 

◇九九の読み方を確認しながら練

習させる。 

⑩ 

○９の段の九九を構成する。 

・９の段の九九を構成する。 

・アレイ図を用いて構成する。 

○考乗法と積の関係や交換法則など

を用いて，９の段の九九の構成の

仕方を考えている。（観察，発言） 

◇絵や具体物を用いて考えさえる。 

⑪

⑫ 

○９の段の九九に習熟する。 

・九九を唱えたりカードで練習したりする。 

○技９の段の九九を唱えることがで

きる。（観察，発言） 

◇九九の読み方を確認しながら練

習させる。 

 

１
の
だ
ん
の 

九
九 ⑬ 

○１の段の九九を構成する。 

・１の段の九九を構成する。 

・九九を唱えたりカードで練習したりする。 

○技１の段の九九を唱えることがで

きる。（観察，発言） 

◇九九の読み方を確認しながら練

習させる。 

か
け
算
と
倍 

⑭ 

 

○倍概念の基礎を理解する。 

・倍を知り，倍の長さを作る。 

○知もとにする数量の□個分のこと

を□倍ということを理解してい

る。 

◇倍＝いくつ分＝かける数という

ことを確認する。 

 

２ 単元の指導計画   【１７時間扱い 本時１５／１７時間】 

 



 

⑮

本

時 

○答えの数の求め方を多様に考え，乗法に

ついての理解を深める。 

・ゼリーの個数を多様な見方で考える。 

○考答えの求め方を九九を使って多

様に考えている。 

◇ゼリーの並び方に着目させる。 

 

学
ん
だ
こ
と
を 

つ
か
お
う 

⑯ 

○九九を活用して，問題を解決し，乗法に

ついての理解を深める。 

・分けて考える，補って考えるなど，九九

を活用できるように工夫する。 

○考ものの数を求める場面で，九九が

適用できるように分割したり，移

動したりするなどの工夫を考え

ている。 

◇同じ数のまとまりを作らせる。 

ま
と
め 

⑰ 

○基本的な学習内容の理解を確認し，定着

を図る。 

・学習のまとめを行う。 

○技６，７，８，９，１の段の九九を

確実に唱えることができる。 

・単元のまとめをする。 

◇九九表やカードを用いて確認す

る。 
 
 
 
①本時の目標 
答えの求め方を多様に考え，乗法についての理解を深める。【数学的な考え方】 

 

②本時の展開【１７時間扱い １５／１７時間目】＊一単位時間レベル【対話重視】 
 子どもの活動 思考 □教師の働きかけ ◆評価（評価方法） 

導
入 
5 
分 

１ 前時までの学習を振り返り，九九の
練習をする。 
「九九を言えるようになったよ」 
「倍を覚えたよ」 

 
２ 本時の問題を理解する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 今日の課題を確認する。 
 
 
 

全体 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□導入では九九の練習を繰り返し行
う。（フラッシュカード） 

 
 
 
 
□前時までの既習事項（九九）を基
に計算できそうか考えさせる。 

 
 
 
展
開 
30 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
４ 個人思考 
・ゼリーの絵のワークシートを使って
ゼリーの個数を求める式を考える。
どうやら一つだけではないことを伝
え，いくつも考えさせる。 

 
○予想される児童の考え 
かけ算 ★は教科書の考え方 
★４×６（縦に４個横に６個） 
６×４（横に６個縦に４個） 
８×３（同じ果物が３種類） 
３×８（１種類ずつ３個セット） 

★４×３＋４×３（形を分けて考える） 
足し算  
※本時では，足し算だけの式は取り上

 
個 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
□ワークシートを配り，まとまりを
つくる方法を自分の考えとして，
しっかりと書かせる。 

＊ゼリーの求め方は一つではないこ
とを伝えることで，探求心をくす
ぐり，意欲をもって考えられるよ
うにする。ワークシートは多めに
用意し，たくさんの考えを書ける
ようにする。 

 
□なかなか手が動かない児童には，
ゼリーの列の数，果物や形などの
ヒントを想起させたり，１つ分の
数×いくつ分という言葉の式に立
ち返らせたりする。 

３ 本時の学習    

 

ゼリーは何個あるでしょうか。 

 

２４個のゼリー，どんなかけ算で求められるかな？ 



 

 
 
 
 
展
開 
30 
分 
 

げない 
６＋６＋６＋６（横に見る） 
４＋４＋４＋４＋４＋４（縦に見る） 
８＋８＋８（同じ果物が３種類） 

 
５ グループ学習 
・個人思考で書いた考え方を用いて，
仲間分けを行う。 

 
○予想される多い考え 
① ４×６（縦に４個横に６個） 
② ６×４（横に６個縦に４個） 
③ ８×３（同じ果物が３種類） 

 
・グループ内で多いものからランキン
グにしておくようにする。 

 
６ 集団解決 
・考えを発表する。 
４×６ 
縦に４個横に６個なので答えは２４個 
６×４ 
横に６個縦に４個なので答えは２４個 
８×３ 
同じ果物が３種類なので答えは２４個 
３×８ 
違う味を１個ずつ３個セットにして８
セットあるので２４個 
４×３＋４×３ 
丸い形が１２個，四角い形が１２個な
ので，合わせて２４個 
＜取り上げる例＞ 
４×６ 

 
 
 
 
 
６×４ 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

グループ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体 
 

 
 
 
 
 
□４人グループの形をつくり，児童
が考えを持ち寄ってＫＪ法で分類
する。 

 
□友達の考え方を見たり，説明を聞
いたりする中で多様な考え方があ
ることに気付けるようにする。 

 
 
 
 
 
□多様な考え方を集団で解決してい
く。同じ数の計算でも，式が違っ
たり，様々な考え方があったりす
るおもしろさに気付かせたい。 

 
＊多様な式を見て，交換法則に気付

いたり，九九表などで関連づけた
りしながら，考え方を共有できる
ように教室内の掲示やツールを用
意しておく。 

 
□板書は，視覚的にも分かりやすい
ように児童と同じ絵を拡大したも
のを用いて，児童に説明させる。 

 
□教科書のみきさんの考え方が出な
かった場合は取り上げる。 

 
ゼリーの形

で分けて最後
に 足 す 考 え
方。 

 
 
◆１つの数の求め方を九九を使って
考えている。 

（観察，発言，ノート） 

終
末 
10 
分 

 
７ 学習のまとめ 
・本時の学習を振り返る。 

 
 
 
８ 練習問題 
・たしかめプリントに取り組む。 

 
 
１ 答えが１８になる問題に取り組
む。 

 
 

 
全体 

 
 
 
 
個 
 

 
□多様な考え方があったことをおさ
える。 

 
 
 
□児童の多様な考えが期待できるた
め，問題の絵は並べて用意し，一
つの問題について複数の考え方を
書けるようにしておく。 

◆１つの数の求め方を九九を使って
多様に考えている。 

（観察，発言，ノート） 

答えが同じでも，いろいろなかけ算でもとめられるね！ 

こうかん  



 

◇評価規準の具体（評価方法～観察，発言，ノート） 

【数学的な考え方】 

十分に満足できる（Ａ）：答えの求め方を多様に考え，問題を様々な視点から読み取って立

式し，乗法についての理解を深めている。 

おおむね満足できる（Ｂ）： 答えの求め方を考え，全体交流で多様な考え方があることに

気付き，乗法についての理解を深めている。 

努力を要する児童への指導：問題の中から立式するための手がかりを見付けさせ，既習の

九九と関連付けて考えさせる。 

 

③本時の評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５年理科「ふりこ」】 


